
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内会回覧 

交通安全情報北広島 №３ 

北広島市交通安全運動推進委員会 

令和２年９月 1 日発行 

 

★期間★ ９月２１日(月)～９月３０日(水) 

★運動の重点★ 

◆ 子供を始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保 

◆ 高齢運転者等の安全運転の励行 

◆ 夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止 
 

【年間スローガン】ストップ・ザ・交通事故 ～めざせ 安全で安心な北海道～ 

9 月 30 日（水）は「交通事故死ゼロ」を目指す日です。 

みなさんは、車に乗った時、必ずシートベルトを着用していますか。 
昨年、４７都道府県において、シートベルトなどの着用率を調査した 

結果、北海道は 
   シートベルト  運転席  97.9％  全国４４位 
           助手席  92.8％  全国４４位 
           後部座席 44.9％  全国１２位 
   チャイルドシート     56.0％  全国４５位 

という結果でした。 
昨年、道内では、交通事故により 152 人が亡くなっていますが、自動車乗車中に亡くなられた

７７人のうち、シートベルトを締めていない人は２８人でした。（着用率は、73.6％） 
このうち２０人は、シートベルトを締めていれば命が助かった可能性がありました。 
この死亡事故の着用率と道内の調査結果の着用率の差が大きいということは、シートベルトをし

ていない人が、交通事故に遭うと死亡する確率が高くなると言えると思われます。 
 ※時速 40 キロで走行中に交通事故で衝突した場合、体重の 30 倍の衝撃を受けるそうです。 
  すなわち、体重 5 ㎏の赤ちゃんが、150 ㎏の重さになるため、大人の腕では支えきれずに、
車外に投げ出される。後部座席の体重 50 ㎏の人が、1.5 トンの重さになり、前席のシートに
衝突するため、前席の人はエアーバックが開く前に挟まれて死亡するという結果になります。 

道内においては、歩行者・車両を問わず、自宅近くで交通事故が発生する割合が多いことから、
近所に出かける時でも、必ずシートベルト・チャイルドシートを着用しましょう。 

 

～着用率と事故の衝撃について～   （北海道警察のホームページから） 

飲酒運転が増加傾向に 
（北海道警察のホームページから） 

昨年、道内における飲酒運転による人身事故については、 
   発生件数  ９７件（前年比 －３４件） 
   死者数    ７人（ 同   －２人） 
   負傷者数   131 人（ 同  －４５人） 

という結果で、一見減少しているように見えます。 
しかし、飲酒運転の検挙件数は、926 件（前年比＋９３件）と 

大幅に増加しています。（計算上では、2 日で５人が検挙） 
 飲酒運転は、人の命を奪う重大な犯罪です。「これくらいなら運転しても大丈夫」「捕まらなければ」 
「事故を起こさなければ」ではありません。飲酒運転は、絶対にやめましょう。 

飲酒運転は… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年、道内では、人身事故が 9,595 件発生し、152 人の方が死亡しています。 
この人身事故について、第一当事者の違反別をみてみますと 

○ 前方不注意、安全不確認、操作不適が多く、全体の 57.5%を占めて 
いました。 
 一方、北広島市内では、高速道路で発生した事故を含め人身事故は 136 件発生しており、１人の
方が死亡しています。この人身事故について、第一当事者の違反別をみてみますと、 

○ 全道と同様に、前方不注意、安全不確認、操作不適が多い 
○ 上記３つの違反が全体の 63.2%を占め、全道より高い比率である 

ことが分かりました。 
       ※ 安全不確認～前後左右の安全確認が不十分 
         操 作 不 適～ハンドル、ブレーキの操作誤り 

道内と北広島市内の人身事故原因は… 

【ドライバーの皆さん】 

 ○全席シートベルト、チャイルドシートを着用しましょう。 

 ○一時停止場所は確実に停止し、それから左右の安全を確かめましょう。 

 ○自分から見て『右から左』に横断する歩行者に注意しましょう。 

 ○早めのライトの点灯に努めましょう。 

○長距離運転は、２時間ごとに休憩をとりましょう。 

 ○気分が優れないとき、疲れているとき、薬を飲んだ直後は、運転を控えましょう。 

 ○時速 40 キロを超えると、交通事故の死亡率が高くなるので、スピードダウンに努めましょう。 

 

【歩行者の皆さん】 

 ○横断する前は、必ず立ち止まり、左右の安全を確認してから渡りましょう。 

○青信号でも信号が変わりそうなときは、次の青信号まで持ちましょう。 

○横断中、道路の中央付近で左方の安全を確認しましょう。 

○交差点の横断歩道では、中央付近の車の動静を確認しましょう。 

○道路の『斜め横断』、車両などの『直前直後横断』、『横断禁止場所での横断』 

は違反ですので、絶対にやめましょう。 

○外出時は、反射材の活用や白っぽい服装で目立つ工夫をしましょう。 

 
 

    ～ 「ながら運転」の厳罰化 ～ 

 運転中にスマートフォン・携帯電話の注視・通話、カーナビの注視に起因する交通事故が増加傾向にあり、
「ながら運転」が社会問題となったことから、令和元年１２月１日に改正道路交通法が施行され罰則が厳罰
化されました。 
 例を挙げますと、「携帯電話使用等（保持）」の場合、 
 
 
 
 
 
 
となりました。 
 特に、「交通の危険」（交通事故を起こすこと）については、さらに重くなり、即免許停止となります。 
 信号待ちで、スマホや携帯電話を操作するのも「運転中の操作」になりますので、絶対にやめましょう。 

     

         

罰則 ５万円以下の罰金 

反則金 6,000 円 

基礎点数 1 点 

普
通
車 

罰則 6 月以下の懲役又は 10 万円以下の罰金 

反則金 18,000 円 

基礎点数 3 点 


